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昨年の「元祖“全国”芋煮会in中山」
森谷氏が全体の運営に協力した

その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対

＊注：議長は採決に加わりません。
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議第
２９号

令和６年度中山町一般会計補正予算（第１２号）についての専決処分の承認について
歳入歳出予算それぞれは変更せず、総額を６０億６８９０万８０００円とする
特別交付税額の確定に伴い、一般会計予算の補正が急きょ必要となったた
め、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

３０号
中山町町税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分の承認について
地方税法等の一部改正に伴い、急きょ施行を必要としたため、地方自治法
第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

３１号
中山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての
専決処分の承認について
地方税法等の一部改正に伴い、急きょ施行を必要としたため、地方自治法
第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

３２号 地域活性化起業人制度による派遣に関する協定の締結について
※トピックスに記載のとおり。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

4月臨時会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対

＊注：議長は採決に加わりません。
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議第
３３号

令和７年度中山町一般会計補正予算（第１号）について　
歳入歳出予算それぞれ７６４２万１０００円増額し、総額を６０億３３４２万１０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

３４号

中山町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
自治体と医療機関等をつなぐ情報連携基盤の全国運用開始が予定されてお
り、当町でも対応できるようにするため条例改正を行うもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

３５号
中山町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
コンビニエンスストア等での証明書交付手数料について条例改正を行うも
の（ピックアップ

⇒

）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

３６号
地域活性化起業人制度による派遣に関する協定の締結について
町のＤＸ推進における課題解決に取り組むため、Siranto（シラント）合同
会社と地域活性化起業人制度による派遣に関する協定を締結するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

３７号 令和７年度中山町一般会計補正予算（第２号）について　
歳入歳出予算それぞれ６００万円増額し、総額を６０億３９４２万１０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

３８号
財産の取得について（ピックアップ

⇒

）
地方自治法第９６条第１項第８号並びに議会の議決に付すべき契約及び財産の取
得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決が必要となるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊

６月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

　６月定例会が、６月１１日から１３日までの会期で開催されました。
　提出された議案は、一般会計補正予算、条例の制定、協定の締結、財産の取得についての計６件
で、すべて原案のとおり可決されました。

６月定例会が開催されました 臨時会が開催されました

期　日 会　議 備　　考
４月１４日（月） 本会議（全員協議会） 議第２９号～３２号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決

令和７年 中山町議会４月臨時会日程表

　４月１４日に臨時会を開催し、令和６年度一般会計補正予算と条例
２件の専決処分を承認し、１件の協定締結について可決しました。

トピックス 民間の知見を町の観光分野に活用
　町の観光分野における課題の解決に取り組むため、株式会社森

もり
谷
や

浩
こう

二
じ

広告事務所と「地域活性化起業人制度」による人材の派遣に関する協定
を締結することについて、可決しました。

ピックアップ 地域活性化起業人制度ってなに？
　三大都市圏またはそれ以外の政令市等に所在す
る企業が、協定書に基づき社員を地方自治体に一
定期間派遣します。そこで、社員がそのノウハウ
や知見を活かしながら地域独自の魅力や価値の向
上等につながる業務に従事することで、地域の課
題解決を図る制度です。派遣にかかる経費につい

ては、国からの支援が受けられます。
全国的に活用実績は増加しており、令
和６年度には８７１名が起業人として活
動し、自治体ＤＸや観光振興、地域経済活性化、
地域産品の開発など、さまざまな分野で活躍して
います。（総務省ＨＰより）

【議第３５号】コンビニ交付の手数料はいくらになるの？Ｑ

【議第３８号】どんな財産を購入するの？Ｑ

　コンビニ等での証明書交付手数料は、現在役場窓口での交付手数料と同額の４５０円です。
さらなる利用者の拡大を目的に、７月１５日から手数料を３００円に引き下げます。

Ａ

　避難所において衛生的な生活環境を確保するための簡易トイレとして、組立トランク型自動ラップ式
トイレ３５セット等（１２４２万７８００円）を購入します。災害時に、水を使わず衛生的にどこでも使用できる
トイレです。※７００万円を超える財産の取得は議会の議決が必要となります。

Ａ

ピックアップ 議第３５号・議第３８号から
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４ユニットあるエコキュートのうち
２台を交換します　　　　　　　　
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　岡地区、柏倉九左衛門家から北へ約３００ｍ
に位置する「岡村観音堂」は、「木造十一面
千手観音菩薩立像」をご本尊としています。
別名「雨乞い観音」といわれており、人々の
信仰を集めています。�（⇒詳しくはＰ１４へ）

ご本尊は
雨乞いに御

ご り や く

利益あり
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桐箱入りの最高級品　お見事！

　中山町のさくらんぼは、出荷量は少ないですが、近隣の名産地のものと比べても、引けを取らない味と大きさで、まさ

高橋 長勇 氏高橋 長勇 氏　 （土橋地区）　 （土橋地区）

まさに宝石まさに宝石
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今回から表紙の写真を「なかやまのフルーツ」と題し、シリーズ化してい
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山形県中山町議会だより 編集／議会広報常任委員会　発行責任者／議長 斎藤眞一

家族に見守られながらの入園式

　今年の新入園児は３３名で、うち２６名が３
歳以下の未満児です。可愛いお友だちを迎
えて「なかやま保育園」の新年度がスター
トしました。

なかやま保育園

入園式入園式

発行日：平成２９年５月１日発行：中山町議会
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　学校給食センターの洗浄機系統エコキュート２台を更新
するにあたり、工事費の増額および監理業務を委託する必
要が生じたため、そのための予算を増額するものです。

学校給食センターの洗浄室設備を更新学校給食センターの洗浄室設備を更新
歳出増額　６３３万８０００円

学校給食センター施設管理事業

ト

ピッ
クス

１

　６月の定例会で、第１回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ
７６４２万１０００円を増額し、総額で６０億３３４２万１０００円とするものです。見直しの主な内容は次のとおりです。

　６月の定例会で、第２回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ
６００万円を増額し、総額で６０億３９４２万１０００円とするものです。見直しの主な内容は次のとおりです。

令和７年度一般会計補正予算 令和７年度一般会計補正予算 （第（第11号）について号）について

令和７年度一般会計補正予算 令和７年度一般会計補正予算 （第（第２２号）について号）について

期　日 会　　議 備　　考

６月１１日（水） 本　会　議
（全員協議会）

一般質問
報告

６月１２日（木） 休　　　会 議案調査

６月１３日（金）

本　会　議
（全員協議会）

（議会活性化特別委員会）
（総務文教常任委員会）
（厚生産業常任委員会）

議第３３号～３８号　各件毎提案理由の説明、
　　　　　　　　質疑、討論、採決
議員派遣

令和７年 中山町議会６月定例会日程表

議会の録画配信をしています
パソコンやスマートフォンからご覧いただけます。

過去の議会だよりをご覧いただけます！
　お持ちのスマートフォンやタブレットで以下の二
次元コードを読み取ると過去の議会だよりをご覧い
ただけます。
　また、紙面での議会だよりは議会事務局に保管し
ています。ご希望の方は事務局までお問い合わせく
ださい。（議会事務局 ℡０２３－６６２－４３７０）

※「ブラウザから開く」とすれば
　アプリのダウンロードは不要です。

電子書籍閲覧アプリ
「SideBooks」のページは

こちらから

町公式ＨＰ内にある
議会だよりの閲覧は

こちらから

　昨年定額減税が実施され、減税しきれない方へは調整給付金が給付されました。ただし、年
内に転入した方、新たに就職した方、扶養する家族が増えた方など、年末調整や確定申告等で
所得税額が確定したことにより給付額が不足する方へ差額を給付するために、必要な予算を増
額するものです。

調整給付における不足額を増額調整給付における不足額を増額
歳入歳出それぞれ増額　４３１８万円 定額減税補足給付金給付事業

ト

ピッ
クス

2

　１０月２日の「芋煮会の日」に、各小学校で芋煮会を開催するにあたり、必要となる予算を増
額するものです。

１０月２日は各小学校で芋煮会を実施１０月２日は各小学校で芋煮会を実施
歳出増額　２５万円 地産地消推進事業

ト

ピッ
クス

3

町有財産の売り払い収入を町有財産の売り払い収入を
　　　　　　　基金へ積み立て　　　　　　　基金へ積み立て

ト

ピッ
クス

１

　旧中原町営住宅跡地を売却した収入を、公共施設整備
基金へ積み立てし、公共施設の整備および維持修繕への
備えを進めるものです。

歳入増額　２１００万円
歳出増額　２１００万円

財産売払収入

公共施設等総合管理計画推進事業
旧中原町営
住宅跡地

県営ア
パート

2号棟

県営ア
パート

1号棟

長崎881-10
（1,096.27㎡）

→至 文新田

↓至 ライスセンター
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佐東　幸治 議員（８ページ）
▪‌‌協働によるまちづくりを

田宮　昌幸 議員（１０ページ）
▪‌‌観光振興施策について

夛田　慎二 議員（９ページ）
▪‌‌産学官連携と情報収集で防災力の向上を

村山　　隆 議員（１１ページ）
▪‌▪‌‌‌副町長・教育長に問う‌～町の課題は～副町長・教育長に問う‌～町の課題は～
▪▪「芋煮会の日」について「芋煮会の日」について

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

渡邉　　史 議員（７ページ）
▪‌‌小中学校および幼保施設等における
　保護者への引き渡しについて

質問者（発言順）

一般質問一般質問
　一般質問とは、議員が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長などに求め、町が
町民のために適切な町政運営を進めているかを議員が問いただすものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」
を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

５人の議員が一般質問
　６月定例会では、５人の議員が一般質問を行い、将来の
町政について活発な議論を展開しました。

一般質問一般質問

渡
わた

邉
なべ

　史
ふみ

 議員

問　
悪
天
候
時
の
臨
時
休

校
や
登
校
時
刻
の
判
断

と
、
在
校
時
に
悪
天
候
と

な
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

教
育
長　

各
学
校
が
協
議

し
て
決
定
し
て
お
り
、
状

況
に
応
じ
て
臨
時
休
校
や

登
校
時
刻
の
繰
り
下
げ
等

を
判
断
し
て
い
る
。
各
学

校
は
、
立
地
や
下
校
時
刻

が
異
な
る
た
め
、
雨
天
時

な
ど
は
各
学
校
が
判
断

し
、
引
き
渡
し
や
下
校
時

刻
の
繰
り
下
げ
等
の
対
応

を
取
っ
て
い
る
。
決
定
後

は
、
学
校
を
通
じ
て
文
書

ま
た
は
メ
ー
ル
で
保
護
者

に
通
知
し
て
い
る
。

問　
登
下
校
の
対
応
基
準

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
保
護
者
が
事
前
に
確

認
で
き
る
よ
う
に
で
き
な

い
の
か
。

教
育
長　

保
護
者
が
早
め

に
準
備
で
き
る
よ
う
な
周

知
方
法
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
今
後
、
町
校
長

会
議
で
引
き
渡
し
を
含
め

た
対
応
基
準
等
に
つ
い
て

整
理
し
、
保
護
者
に
は
教

育
長
名
で
文
書
を
配
布

し
、
ま
た
、
町
や
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
な
ど
、
周
知
方
法
を
考

え
実
施
す
る
。

問　
小
学
校
で
の
引
き
渡

し
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

教
育
長　

長
崎
小
で
は
隔

年
、
豊
田
小
で
は
毎
年
実

施
と
し
て
い
る
。
令
和
７

年
度
は
両
校
と
も
実
施
予

定
で
あ
る
。

問　
中
学
校
で
引
き
渡
し

訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
な

く
、
宮
城
県
な
ど
で
合
同

引
き
渡
し
訓
練
が
行
わ

れ
、
原
則
年
長
の
子
か
ら

迎
え
る
自
治
体
が
多
い
。

町
内
で
も
複
数
施
設
に
よ

る
合
同
訓
練
が
必
要
と
考

え
る
が
、
そ
の
実
施
状
況

は
。

町
長　
現
在
は
実
施
し
て

い
な
い
。
施
設
ご
と
に
災

害
リ
ス
ク
や
役
割
が
異
な

る
た
め
で
あ
る
が
、
引
き

渡
し
時
の
混
乱
を
避
け
る

た
め
、
手
順
の
明
確
化
は

重
要
で
、
合
同
訓
練
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
協
議
・

研
究
す
る
。

問　
訓
練
後
の
保
護
者
の

声
や
教
職
員
の
備
え
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

教
育
課
長　

保
護
者
か
ら

の
意
見
収
集
に
つ
い
て
は

実
施
の
確
認
が
で
き
て
い

な
い
。
教
職
員
は
異
動
が

あ
る
た
め
、
町
の
災
害
特

性
を
理
解
す
る
機
会
の
創

設
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
防
災
安
全
対
策
室
と

教
育
課
や
健
康
福
祉
課
と

の
連
携
は
ど
う
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。

総
務
広
報
課
長  

防
災
教
育

連
絡
協
議
会
を
年
１
～
２

回
開
催
し
て
い
る
。
今
後

は
そ
の
場
を
拡
充
し
、
訓

練
や
情
報
共
有
の
実
効
性

を
高
め
る
よ
う
協
力
し
て

進
め
て
い
く
。

私
の
思
い

　
町
内
で
の
引
き
渡
し
事

例
が
増
え
る
中
、
複
数
施

設
で
の
同
時
対
応
も
十
分

想
定
さ
れ
る
。
学
校
と
町

や
保
護
者
が
連
携
し
、
よ

り
実
践
的
な
知
識
と
訓
練

で
備
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

小中学校および幼保施設等における小中学校および幼保施設等における
� 保護者への引き渡しについて� 保護者への引き渡しについて

い
理
由
は
。

教
育
長　

危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
が
、
引

き
渡
し
訓
練
は
行
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
水
害
等
の
災

害
時
の
引
き
渡
し
は
、
指

定
避
難
所
で
あ
る
校
内
に

と
ど
め
る
こ
と
が
安
全
で

あ
る
と
い
う
判
断
か
ら
で

あ
っ
た
。
今
後
は
町
校
長

会
議
で
の
協
議
を
進
め
る
。

問　
保
育
園
・
幼
稚
園
・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の

対
応
は
ど
う
か
。

町
長　
避
難
訓
練
は
定
期

的
に
実
施
し
て
い
る
が
、

日
常
的
に
保
護
者
が
送
迎

し
て
い
る
た
め
、
保
育

園
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
引

き
渡
し
訓
練
は
行
っ
て
い

な
い
。
な
が
さ
き
幼
稚
園

で
は
毎
年
５
月
に
実
施
し

て
い
る
。

問　
中
学
校
と
小
学
校
、

幼
保
施
設
な
ど
に
き
ょ
う

だ
い
が
い
る
家
庭
も
多
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月
定
例
会



一般質問

夛
た

田
だ

 慎
しん

二
じ

 議員 佐
さ

東
とう

 幸
こう

治
じ

 議員

一般質問

協働によるまちづくりを協働によるまちづくりを産学官連携と情報収集で産学官連携と情報収集で
� 防災力の向上を� 防災力の向上を

問　
近
年
多
発
す
る
大
雨

に
よ
る
災
害
や
地
震
な
ど

を
背
景
に
、
企
業
や
大
学

に
よ
る
防
災
課
題
解
決
の

た
め
の
研
究
や
技
術
開
発

が
進
ん
で
い
る
。
当
町
の

課
題
解
決
は
全
国
の
先
進

事
例
と
な
り
得
る
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
研
究
や
実

証
実
験
の
受
入
れ
を
積
極

的
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
あ
わ
せ
て
、
仙
台
市
が

主
導
す
る
、
防
災
に
関
す

る
ア
イ
デ
ア
創
出
や
試
作

開
発
・
実
証
実
験
、
企
業

連
携
な
ど
を
支
援
す
る
取

り
組
み
「
仙
台
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
‐
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
」
に
参
画

し
て
は
ど
う
か
。

問　
第
６
次
中
山
町
総
合

発
展
計
画
が
策
定
さ
れ
て

５
年
目
に
入
っ
た
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

沿
っ
た
取
り
組
み
で
は
、

「
基
本
計
画
の
前
期
５
年

で
実
績
の
評
価
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見

直
し
を
行
う
」
と
あ
り
、

評
価
、
改
善
が
目
前
に

迫
っ
て
い
る
。

　
前
期
５
年
を
評
価
、
改

善
す
る
上
で
も
、
基
本
目

標
６
「
人
と
人
と
が
つ
な

が
る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

町
民
と
交
流
し
、
話
し
合

う
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の

町
長　
仙
台
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

‐
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
は
、
産
学
官

連
携
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
期

待
で
き
る
。
一
方
で
、
防

災
関
連
事
業
の
創
出
が
主

目
的
の
１
つ
で
あ
る
と
い

う
点
か
ら
、
参
画
に
あ

た
っ
て
は
当
町
の
役
割
や

実
証
実
験
に
よ
る
負
担
・

影
響
を
十
分
に
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
防

災
分
野
へ
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
導
入
に
際
し
て
は
、
周

辺
自
治
体
と
の
相
互
活
用

を
見
据
え
た
広
域
的
な
視

点
も
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
の
た
め
現
段
階
で

は
、
参
画
市
町
の
状
況
把

握
や
隣
接
市
町
と
の
情
報

交
換
な
ど
、
必
要
な
調
査

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
展
示
会
な
ど
を
通
し

て
直
接
話
を
聞
い
た
り
す

る
こ
と
で
関
係
性
を
つ
く

る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い

か
と
思
う
。
今
年
は
新
潟

市
で
開
催
さ
れ
る
「
ぼ
う

さ
い
こ
く
た
い
」
や
東
京

こ
と
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
「
未
来
創
造
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
は
令
和
６
年
度
に

何
度
開
催
さ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
は

行
わ
な
い
の
か
。

町
長　
令
和
６
年
度
は
７

月
に
１
回
開
催
し
、
外
部

講
師
を
招
い
て
、
人
口
減

少
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
施
し

た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
開
催

の
形
態
を
模
索
し
た
上
で

開
催
し
た
い
。

問　
第
７
次
中
山
町
行
政

改
革
大
綱
で
は
、
基
本
目

標
１
の
基
本
項
目
（
４
）

に
「
庁
内
連
携
の
強
化
」

と
あ
る
が
、庁
内（
課
間
）

連
携
が
必
要
な
事
業
と
は

ど
う
い
う
も
の
を
指
し
て

い
る
の
か
。

町
長　
例
え
ば
「
歩
き
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
・
歩
い

て
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
は
、
町
を
挙

る
な
ど
、
防
災
事
業
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
た
。

　
今
年
度
も
「
自
治
体
・

公
共
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
２

５
」
へ
の
職
員
参
加
を
予

定
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の

他
の
防
災
関
連
行
事
・
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
じ

て
、
最
新
情
報
の
収
集
と

町
の
防
災
へ
の
活
用
を
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
防
災
担
当

職
員
に
限
ら
ず
広
く
職
員

に
関
連
行
事
を
周
知
す
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
関

連
情
報
の
庁
内
展
開
も

行
っ
て
い
く
。

問　
県
内
で
は
防
災
関
連

の
展
示
会
が
少
な
い
よ
う

に
感
じ
る
。
現
在
、
整
備

を
進
め
て
い
る
垂
直
避
難

教
育
長　

小
学
校
で
は
、

中
山
町
内
を
歩
き
な
が

ら
、
公
共
施
設
に
関
す
る

学
習
を
行
い
、
中
学
校
で

は
、「
貢
献
・
自
立
」
の

目
標
の
も
と
、
社
会
貢
献

に
つ
い
て
考
え
る
学
習
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
そ

の
意
識
を
持
つ
高
校
生
や

大
学
生
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
参
加
す
る
機
会

拠
点
を
活
用
し
て
展
示
会

を
開
催
し
、
町
民
の
方
に

も
多
く
の
防
災
用
品
や
技

術
を
見
て
も
ら
う
機
会
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

町
長　

展
示
会
開
催
に

は
、企
画
、出
展
者
募
集
、

周
知
、
集
客
、
ス
タ
ッ
フ

確
保
、
会
場
設
営
な
ど
、

多
く
の
工
程
を
要
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
こ
の
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
施

は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
整
理

し
た
う
え
で
、
集
客
が
見

込
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
連
携

し
た
り
、
町
防
災
訓
練
等

を
通
じ
て
防
災
関
連
情
報

に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
を

創
出
し
て
い
く
。

私
の
思
い

　
防
災
に
関
す
る
技
術
は

日
々
進
化
し
て
い
る
。
課

題
解
決
の
近
道
は
常
に
最

新
の
情
報
を
得
る
こ
と
な

の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

を
広
げ
て
、
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

私
の
思
い

　
「
人
と
人
と
が
つ
な
が

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
、
未
来
創
造
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
持
続
さ
せ
町
民
と

話
し
合
い
な
が
ら
実
践
し

て
い
き
た
い
。

都
な
ど
で
開
か

れ
る
規
模
の
大

き
い
展
示
会
に

防
災
担
当
の
職

員
だ
け
で
な

く
、
各
課
の
職

員
も
参
加
で
き

る
機
会
を
つ

げ
て
推
進
し
、
町
民
の
継

続
的
な
健
康
づ
く
り
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歩

き
や
す
い
道
路
等
の
環
境

整
備
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
課
が
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

問　

同
大
綱
に
は
、「
課

間
連
携
に
向
け
た
調
整
役

の
設
置
検
討
」
と
あ
る

が
、
調
整
役
の
設
置
は
で

き
て
い
る
の
か
。

町
長　
調
整
役
の
設
置
は

せ
ず
、
基
本
的
に
は
事
業

の
主
担
当
課
が
調
整
役
を

担
っ
て
い
く
。

問　

町
長
は
日
頃
か
ら

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

で
、
多
世
代
間
の
交
流
が

遮
断
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

継
続
的
に
「
公
（
お
お
や

け
）
の
意
識
」
を
育
む
方

法
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

横浜市で開催された「ぼうさい
こくたい」は約４００団体が出展、
２日間で１万６，０００人が来場

昨年実施された未来創造ミーティングの様子

く
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長　
令
和
６
年
度
は
、

仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た

「
震
災
対
策
技
術
展
」
や
、

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た

「
自
治
体
・
公
共
Ｗ
ｅ
ｅ

ｋ
２
０
２
４
」
に
職
員
が

参
加
し
、
新
た
な
防
災
シ

ス
テ
ム
や
資
機
材
に
関
す

る
知
見
を
得
る
機
会
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
浸
水
被
害
対
策
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る

「
止
水
板
」
の
試
験
的
導

入
を
行
っ
た
。
ま
た
、
数

時
間
先
ま
で
の
高
精
度
な

気
象
予
報
を
確
認
で
き
、

的
確
な
避
難
情
報
等
の
提

供
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー

ス
」
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
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一般質問

村
むら

山
やま

　隆
たかし

 議員 田
た

宮
みや

 昌
まさ

幸
ゆき

 議員

一般質問

観光振興施策について観光振興施策について副町長・教育長に問う副町長・教育長に問う
� ～町の課題は～� ～町の課題は～

行
政
課
題
に
つ
い
て

行
政
課
題
に
つ
い
て

問　
新
副
町
長
に
期
待
す

る
こ
と
は
。

町
長　
町
政
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
課
題
の
共
有

を
基
本
と
し
、
第
６
次
総

合
発
展
計
画
の
遂
行
が
全

て
で
あ
る
。
副
町
長
に
は

私
の
補
佐
役
と
し
て
の
任

は
も
と
よ
り
、
政
策
の
策

定
と
実
施
、
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
庁

舎
内
各
部
局
と
の
連
帯
強

化
な
ど
、
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
や
問
題
点
を
把
握

し
、
町
の
施
策
に
反
映
さ

せ
る
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を

立
て
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
。

問　

イ
ベ
ン
ト
に
関
し

て
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
の

周
知
が
遅
い
と
感
じ
る
。

町
と
し
て
の
周
知
開
始
基

準
は
あ
る
の
か
。

町
長　
町
と
し
て
の
基
準

は
設
け
て
い
な
い
。
１
～

２
か
月
前
を
目
安
と
し
て

い
る
が
、
今
後
は
少
し
で

も
早
く
周
知
で
き
る
よ
う

に
努
め
た
い
。

問　
旧
柏
倉
家
住
宅
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

主
管
課
を
観
光
協
会
管
轄

の
産
業
振
興
課
に
移
譲
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長　
「
紅
花
ま
つ
り
」

問　
副
町
長
の
考
え
る
町

政
の
課
題
は
何
か
。

副
町
長　

こ
れ
ま
で
課
長

と
し
て
長
く
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
き
た
。
そ
の
観

点
か
ら
、
近
年
、
財
政
調

整
基
金
の
残
高
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

気
に
な
っ
て
い
る
。
あ
ら

ゆ
る
部
門
か
ら
の
補
助
金

等
を
活
用
し
、
町
財
政
の

健
全
化
に
注
力
し
た
い
。

問　
新
教
育
長
の
考
え
る

教
育
行
政
の
課
題
は
何
か
。

教
育
長　

小
学
校
に
お
い

て
は
、
児
童
数
が
緩
や
か

な
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

長
崎
小
・
豊
田
小
の
両
校

舎
が
と
も
に
、
築
４０
年
以

上
経
過
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、
児
童
の
実
態
が

多
様
化
し
て
お
り
、
個
別

の
支
援
が
必
要
な
児
童
が

教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

や
「
ひ
な
祭
り
」
は
、
柏

倉
家
の
歴
史
文
化
や
生
活

の
一
部
を
表
す
催
し
物
と

考
え
、
歴
史
的
な
魅
力
を

伝
え
る
貴
重
な
機
会
と
し

て
、
教
育
課
が
主
管
と

な
っ
て
い
る
。
主
管
課
の

移
譲
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
の
保
護
と
観
光
振
興
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が

ら
、
最
適
な
運
営
体
制
を

構
築
し
て
い
く
。

問　
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
多
く
の
お
客
様
を
誘

致
し
、
町
の
認
知
度
向

上
・
魅
力
発
信
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長  

集
客
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
以
前
、
出

店
な
ど
を
行
っ
た
が
、
観

光
色
を
強
め
る
こ
と
に
つ

い
て
議
論
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
観
光
に
特
化
し

た
考
え
方
と
歴
史
を
伝
え

て
い
く
考
え
方
の
バ
ラ
ン

ス
を
、
皆
様
の
意
見
を
聞

不
具
合
が
目
立
っ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
公
共
施
設
再
配
置
計

画
等
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
く
。

　
今
後
１０
年
先
を
見
通
し

た
総
合
的
・
計
画
的
な
教

育
施
策
と
し
て
、「
中
山

町
教
育
振
興
計
画
」
を
今

年
度
中
に
策
定
し
て
い
く
。

問 

「
芋
煮
会
の
日
」の
町

全
体
で
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
今
年
１０
月
２
日
に
、

長
崎・豊
田
両
小
学
校
で
、

芋
煮
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

町
民
全
体
へ
の
広
が
り
と

い
う
点
で
は
ま
だ
十
分
で

は
な
く
、
さ
ら
な
る
工
夫

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問　
中
山
町
に
お
け
る
里

い
も
の
作
付
け
状
況
は
。

「
芋
煮
会
の
日
」
に

「
芋
煮
会
の
日
」
に

つ
い
て

つ
い
て

型
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、

も
っ
と
町
民
が
参
加
し
楽

し
め
る
企
画
が
必
要
で
は

な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長  

昨
年
度
の

「
元
祖
全
国
芋
煮
会
」
で

は
、
町
民
か
ら
の
企
画
が

い
く
つ
か
あ
っ
た
。
一
部

の
高
校
生
か
ら
は
今
年
も

企
画
か
ら
参
加
し
た
い
と

い
う
要
望
が
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
力
を
集
結
し
て
創

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

問　
観
光
振
興
の
発
展
は

町
・
観
光
協
会
・
民
間
の

連
携
強
化
が
必
要
と
考
え

る
。
具
体
的
な
連
携
強
化

策
は
あ
る
の
か
。

町
長　
５
月
１
日
に
観
光

分
野
の
地
域
活
性
化
起
業

人
が
着
任
し
た
。
現
在
、

同
起
業
人
の
指
導
・
助
言

を
受
け
な
が
ら
、
ま
ず
は

観
光
協
会
の
組
織
強
化
に

着
手
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
を
明
確
化

し
、
三
者
の
連
携
体
制
を

ま
た
、
里
い
も
を
町
の
特

産
品
と
し
て
奨
励
す
る
予

定
は
な
い
の
か
。

町
長　
当
町
に
お
け
る
里

芋
農
家
の
数
は
２１
戸
、
作

付
面
積
は
約
３
・
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
収
穫
量
に
つ
い

て
は
２７
・
７
ト
ン
と
推
計

さ
れ
る
。

産
業
振
興
課
長  

令
和
４
年

度
か
ら
、
経
営
所
得
安
定

対
策
の
産
地
交
付
金
の
支

援
対
象
作
物
の
１
つ
と
し

て
設
定
し
、
令
和
６
年
度

は
、
１０
ア
ー
ル
当
た
り
３

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

私
の
思
い

　
〝
新
〟
副
町
長
・
教
育

長
に
は
、
現
場
を
大
事
に

し
て
行
政
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
い
も
煮
・
芋
煮
会
」

を
中
山
町
の
「
お
宝
」
と

し
て
、
そ
の
生
産
か
ら
消

費
ま
で
町
民
一
丸
と
な
っ

て
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

構
築
し
て
い
く
。

問　
柏
倉
家
に
関
わ
り
の

あ
る
文
化
人
や
芸
術
家
等

の
協
力
で
、
新
し
い
観
光

開
発
が
可
能
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

産
業
振
興
課
長  

旧
柏
倉
家

住
宅
の
新
た
な
観
光
開
発

に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
地
元
関
係
者
、
参
加

者
団
体
等
と
情
報
を
交
換

し
、
話
を
聞
く
機
会
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

私
の
思
い

　
中
山
町
に
は
、『
お
宝
』

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
自
信
を

も
っ
て
語
れ
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
期
待
し
た
い
。

増
加
し
て
い
る
。
今
ま
で

の
一
斉
指
導
型
の
学
習
形

態
か
ら
、
個
の
興
味
・
関

心
や
進
度
に
応
じ
て
、
多

様
な
他
者
と
協
働
し
て
深

い
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
い

る
。
少
子
化
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
小
・
中

学
校
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

連
携
を
深
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
小
・
中
学
校
９

年
間
を
見
通
し
た
小
中
一

貫
し
た
教
育
の
方
向
で
研

究
や
研
修
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
地
域
づ
く

り
の
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
る
団
体
に
お
い
て
、
少

子
高
齢
化
へ
の
進
展
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
、
加
入
者
数

の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
組

織
・
運
営
力
の
低
下
な
ど

の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
中
央
公
民
館
や

体
育
館
、
プ
ー
ル
な
ど
も

老
朽
化
が
進
み
、
設
備
の

い
て
模
索
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
旧
柏
倉
家
住
宅
を
、

郷
土
の
誇
り
と
思
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
町
民
か

ら
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
体

験
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
イ
ベ
ン
ト

招
待
券
の
配
布
な
ど
、
町

民
の
誘
致
策
に
つ
い
て
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
「
旧
柏

倉
家
住
宅
周
遊
ウ
ォ
ー

ク
」
を
町
民
入
館
無
料
と

す
る
な
ど
、
来
館
の
促
進

を
図
っ
て
き
た
。
誘
致
策

と
し
て
、
招
待
券
を
町
民

へ
配
布
す
る
こ
と
も
有
効

な
手
段
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
よ
り
多
く
の

町
民
に
来
館
を
促
し
、
文

化
財
に
触
れ
て
も
ら
う
効

果
的
な
方
法
を
調
査
研
究

し
て
い
く
。

問　
町
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
、「
町
民
参
加

参加・体験できるイベントを
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議会活動報告議会活動報告

アート交流イベントで完成した作品（遊佐町役場）

1  

 
問問１１  ああななたたのの性性別別はは。。（（１１つつにに〇〇））  
１．男性      ２．女性     ３．回答しない 問問２２  ああななたたのの年年齢齢はは。。（（１１つつにに〇〇））  
１．２０歳未満   ２．２０代    ３．３０代    ４．４０代 

 ５．５０代     ６．６０代    ７．７０代    ８．８０代以上 

問問４４  ああななたたはは、、中中山山町町議議会会議議員員のの選選挙挙にに行行ききまますすかか。。（（１１つつにに〇〇））  １．毎回行く  ２．行かないときもある  ３．行かない 
  

「「２２．．行行かかなないいととききももああるる」」、、「「３３．．行行かかなないい」」をを選選択択さされれたた方方ににおおたたずずねねししまますす。。選選挙挙にに行行

かかなないい理理由由ががああれればばおお書書ききくくだだささいい。。    

問問５５  ああななたたはは、、中中山山町町議議会会議議員員のの活活動動内内容容ををごご存存知知でですすかか。。（（１１つつにに〇〇））  １．良く知っている   ２．少し知っている   ３．知らない 問問６６  ああななたたはは、、中中山山町町議議会会議議員員にに意意見見やや要要望望をを伝伝ええたたここととががあありりまますすかか。。（（１１つつにに〇〇））  １．伝えたことがある  ２．伝えたことはない   「「２２．．伝伝ええたたここととははなないい」」をを選選択択さされれたた方方ににおおたたずずねねししまますす。。伝伝ええたたここととががなないい理理由由ははどどんん

ななここととががあありりまますすかか。。（（該該当当すすべべててにに〇〇））   

 １．議員に接する機会がない     ２．町に直接伝えた ３．伝えたいことがない        ４．その他（                ） 問問７７  
ああななたたはは、、町町民民のの意意見見がが中中山山町町議議会会にに反反映映さされれてていいるるとと思思いいまますすかか。。  
（（１１つつにに〇〇））  

１．十分反映されている    ２．おおむね反映されている 
３．あまり反映されていない  ４．全く反映されていない   ５．わからない 

  

「「３３．．ああままりり反反映映さされれてていいなないい」」、、「「４４．．全全くく反反映映さされれてていいなないい」」をを選選択択さされれたた方方ににおおたたずずねね

ししまますす。。反反映映さされれてていいなないいとと思思うう理理由由ががああれればばおお書書ききくくだだささいい。。  
 

 

 

問問３３  ああななたたのの職職業業はは。。（（主主たたるるもものの１１つつにに〇〇））  
１．自営業      ２．会社員   ３．公務員   ４．パート、アルバイト 
５．専業主婦（主夫） ６．学生    ７．無職（年金生活者など） 
８．その他（                 ） 

 提出用                   【議会活動に関する町民アンケート】 

　庄内町では、平成３０年６月の町議会議員選挙
で定数割れとなったことをきっかけに、議員の
なり手不足を解消するための取り組みが始まり
ました。
　まず、平成３１年３月に「なり手不足解消調査
特別委員会」が設置され、調査・検討が進めら
れました。令和元年１０月には、議員６名と町民
６名（うち推薦４名、公募２名）による「なり
手不足解消検討会議」が立ち上げられ、議員の
あり方や課題について意見交換が行われまし
た。検討会議は令和２年５月までに１０回開催さ
れ、同年６月には、特別委員会と検討会議で出
された意見を、なり手不足解決策として提言し
ました。
　提言は、議員定数と報酬に関して「定数を４
人減らし１２人に、報酬を６万５０００円引き上げ、
月額２８万円とする」というものでしたが、議会
の総意を決めるため全議員で協議した結果、

　遊佐町では、平成１５年から、町内在住の中高
生および町内在学の高校生を対象に「少年町
長」と「少年議員」を直接選挙で選ぶ「少年議
会」を実施しており、若者が参加できるまちづ
くりを進めています。
　少年議会では、選挙公報の作成や実際の投票
を行うほか、政策提言に加え、約４５万円の予算
を使って政策を実施できる点も大きな特徴で
す。昨年度は、スポーツイベントやアート交流
イベント開催など、若者のアイデアが形になり
ました。また、過去には遊佐町のイメージキャ
ラクター「米～ちゃん（べぇ～ちゃん）」や「ライ
ちゃん」も、この少年議会から誕生したそうです。

　４月２３日に、庄内町と遊佐町で、議会活性化特別委員会の行政視察研修を行いました。研修内容は
次のとおりです。

「定数を２人減らし１４人に、報酬を２万５０００円
引き上げ、月額２４万円にする」との方針が賛成
多数で決定されました。
　その後、特別職報酬等審議会から議会の結論
を尊重した答申が出され、議員定数を１４人、議
員報酬を月額２４万円とする条例改正が行われま
した。
　そのほか、予算・決算特別委員会で町民の方
を参考人として意見を聞く会や女性議会など、
町民との対話を重視した取り組みも行われてい
ます。
　令和４年６月の町議会議員選挙では、定数１４
人に対し２０人が立候補し、選挙戦となりました。
　今回の研修を通じて、議会と町民がつなが
り、一緒に考えることの大切さを改めて感じま
した。中山町議会でも、意見交換会など、町民
の皆さんと、ともに考える場をこれからも大切
にしていきたいと思います。

　多くの自治体で、少年議会（子ども議会）は模
擬一般質問にとどまる中、遊佐町では実際に政
策を実現できる取り組みを継続しています。こ
れにより、若い世代が町政に関心を持ち、主体
的に関わるきっかけになっていると感じました。

議会と町民がつながり、一緒に考える
議会活性化特別委員会報告（委員長：須貝勝司）

議会のしおり・研修・提言――議会改革の取り組み前進中
議会活性化特別委員会報告（委員長：須貝勝司）

庄 内 町

議会活性化活動レポート

皆さまの声を、議会に —町民アンケート実施のご案内とお願い—
　中山町議会では、「議員のなり手不足の解
消」「町民にわかりやすく開かれた議会運営」
「議会機能の強化」「身近で信頼される議会」
を目指し、町民の皆さまの声を町政に反映さ
せるため、７月１日から１８日まで、「議会活動
に関する町民アンケート」を実施しています。
　対象は、中山町に住所のある１８歳以上の方
の中から、無作為に抽出された７００名の方で
す。対象となった方には、郵送でご案内とア
ンケート用紙をお送りしています。回答方法
は、郵送、窓口への提出、ＷＥＢ回答の３つ
の方法から選べます。
　ご意見をぜひお寄せください。皆さまの声
が町の未来をつくる大切な力となります。
　ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

　また、このたび「議会のしおり」を新たに
作成しました。議会のしくみや活動内容をわ
かりやすく紹介しており、アンケートと一緒
に配布しています。また、町公式ホームページ
にも掲載していますので、ぜひご覧ください。

※‌‌アンケートの結果は、集計のうえ「議会だより」
などでご報告します。
※‌‌ご回答いただいた内容は、統計的に処理され、個
人が特定されることはありません。

議員のなり手不足解消のための取り組み

遊 佐 町 少年議会の取り組み

【決定事項】
・町民アンケート調査：７月に実施する。
・‌‌議会のしおり（大人向け資料）：アンケート

と一緒に配布、本会議傍聴者への配布、ホー
ムページへ掲載を行う。

・‌‌ハラスメント対策研修：７月８日開催（講師　
山形県町村議会議長会参与　武田裕樹氏）

・‌‌タブレット研修：８月６日開催（講師　ピー
スデザイン工房　髙橋圭哉氏）

・‌政策提言書の提出：１２月を目途に提出を検討。
内容は常任委員会で協議する。

　６月１３日、議会活性化特別委員会が開催され、第１・第２小委員会でこれまで議論してきた以下の
項目について協議を行いました。

議会のしおりの閲覧は
こちらから

【報告事項】
・‌‌オンライン会議および文書等のデジタル化・
オンライン化等の例規整備：全国町村議会議
長会の標準規則改正等を参考に整備を進める。
・議員報酬：次回以降協議する。
・子ども議会：引き続き検討していく。
・‌‌傍聴規則の見直し：全国町村議会議長会によ

る標準規則改正内容を参考に見直しを検討す
る。
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現在フリースペースの利用
を休止している旧○っと

災害発生時における議員の役割とは
令和７年度　町村議会議長・副議長全国研修会報告

厚生産業常任委員会

　災害対策には課題が多いですが、いざという時に効率よく状況を判断するため、情報管理の知識や
物資の置き場所、避難場所の調整が必要だと感じました。また、議員の役割は大きく、国・県との連
携や物資の調達、何より日頃からの心構えが必要だと再認識しました。

今後の調査・活動方針を協議
総務文教常任委員会報告（委員長：鈴木徹雄）／厚生産業常任委員会報告（委員長：渡辺博文）

総務文教常任委員会
①  町有財産の現状と未利用財産の今後の対応に

ついて⇒継続して調査する
　・消防ポンプ庫用地（あおば地区）
　・旧ひまわり館
　・旧柏倉家住宅駐車場用地
　・旧勤労文化センター
②お達磨の桜樹勢回復事業について
　⇒継続して調査する
③  町内各種団体との意見交換会実施に向けて、

検討を進める
④政策提言書を提出するために検討を進める

　６月１３日、総務文教常任委員会および厚生産業常任委員会をそれぞれ開催し、今後の所管事務調査
について協議しました。

　また、行政視察研修について協議し、両常任委員会での合同研修として、国施策について関係省庁の
職員より説明を求めるとともに、課題解決に向けた意見交換会を行う内容とすることが決定しました。

　５月２７日、町村議会議長・副議長研修会が、東京国際フォーラムで開催され、鎌上議長と佐東副議
長の２名が参加しました。研修会では講師３名による講演が行われ、主な内容は以下のとおりです。

●演題１「‌‌広域災害対応を含めた自治体の災害
対応力強化に不可欠な防災ＤＸ」

‌ 内閣府政策統括官（防災担当）　高
たか
橋
はし
　謙

けん
司
じ
‌氏

　  　大規模災害の発生時に、広域的な災害対応
力を強化するために、「防災ＤＸ」を活用し、
自治体間の災害情報の共有化を図ることが重
要であると説明がありました。
●演題２「‌‌平成からの災害に学ぶ復旧・復興まちづ

くりの課題」―自治体実務の立場から―
‌ 明治大学名誉教授　青

あお
山
やま
　佾
やすし
‌氏

　  　復旧・復興のまちづくりにおいて政治家の

フリーレンと地方議会を知る旅に出よう
議会の主権者教育リーフレットについて

　三議長会（全国都道府県議会議長会、全国市
議会議長会、全国町村議会議長会）では、将来
の地域を担う子どもたちに、身近な課題を自分
のこととして考え、議論し、合意形成を図るこ
との大切さや、地方議会・議員の役割等を周知
するため、人気漫画『葬送のフリーレン』の
キャラクターを使用した「議会の主権者教育
リーフレット」を作成しました。
　リーフレットは、「小学生・中学生向け」、「高
校生・大学生向け」の２種類あり、右下の二次
元コードから閲覧することができます。
　また、議会に関する知識を深めるための「三
議長会主権者教育」特設サイトが創設され、右
下の二次元コードからアクセスできるように
なっています。ぜひご覧ください。

小学生・中学生向け 高校生・大学生向け

©山田鐘人・アベツカサ／小学館

自 治 功 労 者 表 彰自 治 功 労 者 表 彰

このたびの受賞、おめでとうございます。

村山地方町村議会議長会表彰

○議長４年以上：鎌上　徹 議長
　鎌上徹議長は、平成２３年に初当選され、
現在４期目となります。令和３年１月よ
り、第２６代議長を務めています。

○議員９年以上：佐東 幸治 副議長、渡辺 博文 議員、村山　隆 議員
　佐東副議長と村山議員は、平成２７年に初当選され、現在３期目となります。
　渡辺議員は、平成２３年に初当選後、令和元年、令和５年に当選され、現在３期目となります。

リーフレット閲覧
サイトはこちらから

三議長会主権者教育
特設サイトはこちら
から

①  町有財産の現状と未利用財産の今後の対応に
ついて⇒継続して調査する

　・旧情報・物産館○
まる

っと
　・  旧長崎養豚団地の町

有施設
　・渕ノ上道路等用地
②  町内各種団体との意見

交換会実施に向けて、
検討を進める

③  政策提言書を提出する
ために検討を進める

役割は大きく、国・都道府県・市町村間の連
携や物資の調達など多岐にわたっているとい
う説明がありました。

●演題３「災害と議会・議員の役割」
‌ 同志社大学名誉教授　新

にい
川
かわ
　達
たつ
郎
ろう
‌氏

　  　議会の機能を保つために、議会ＢＣＰ（業
務継続計画）の体制を構築し、災害に強い議
会・まちづくりを進める必要があることを学
びました。
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副議長 渡辺 博文‌議員
（中山町）

議長 武田啓一郎‌議員
（山辺町）

副議長 大沢 芳朋‌議員
（上山市）

議長 中野 信吾‌議員
（山形市）

●４月（前号掲載以降）  
１０日　議員懇談会【全議員】
１４日　議会運営委員会【委員、正副議長】
　　　全員協議会【全議員】
　　　町議会４月臨時会【全議員】
� ⇒関連記事Ｐ２
１９日　県駅伝競走大会天童東村山チーム結団式
　　　【議長】
２０日　春季消防演習
２１日　中山町更生保護女性会総会【議長】
２３日　議会活性化特別委員会行政視察
　　　【委員、議長】� ⇒関連記事Ｐ１２
２５日　��「地域活性化起業人制度による派遣に関

する協定」締結式【議長】
２９日　県駅伝競走大会天童東村山チーム報告会
　　　【議長】
４月中　議会広報常任委員会（３回）【委員】

●５月  
７日　県および市町村長・議長会議【議長】
１４日　��村山地方町村議会議長会定例総会、表彰

式【議長、議員】� ⇒関連記事Ｐ１４
１８日　中山総合スポーツクラブ定期総会【議長】
２３日　中山町商工会総代会【議長】
２４日　長崎小学校運動会【長崎地区の議員】

２５日　中山町芸術文化協会総会【議長】
２６日　全員協議会【全議員】

　　　議会活性化特別委員会 第１小委員会
　　　【委員】
　　　議会活性化特別委員会 第２小委員会
　　　【委員、議長】
　　　中山町遺族会総会【議長】
２７日　町村議会議長・副議長全国研修会
　　　【正副議長】� ⇒関連記事Ｐ１５
３０日　議会運営委員会【委員、正副議長】
　　　豊田小学校運動会【豊田地区の議員】

５月中　議会広報常任委員会（３回）【委員】

●６月  
１日　中山町川向金比羅樽流し【議長】
� ⇒関連記事Ｐ２０
２日　県町村議会議長会臨時総会【議長】
７日　青少年育成町民会議常任委員会【議長】
１１日～１３日　町議会６月定例会【全議員】
� ⇒関連記事Ｐ３〜１１
１１日、１３日　全員協議会【全議員】
１３日　議会活性化特別委員会【委員】
� ⇒関連記事Ｐ１３
　　　��総務文教常任委員会・厚生産業常任委員

会【各委員】� ⇒関連記事Ｐ１４
２０日　中山町老人クラブ連合会総会【副議長】
３０日　��「地域活性化起業人制度による派遣に関

する協定」締結式【議長】
６月中　議会広報常任委員会（４回）【委員】

※【　】内は参加者　※議会全体の主な動きを抜粋して掲載しています。

議 会 ダ イ ア リ ー議 会 ダ イ ア リ ー （議会3か月の動き）（議会3か月の動き） 議長に武田啓一郎氏（山辺町）を再選
最上川中部水道企業団議会報告

　６月６日、最上川中部水道企業団議会臨時会
が開催されました。 
　議事に先立ち、構成市町選出議員の改選に伴
い水道企業団議会議員が変更となったことか
ら、議長・副議長の選挙が行われました。その
結果、いずれも指名推選により、議長に武

たけ
田
だ

啓
けい

一
いち

郎
ろう

議員（山辺町）、副議長に渡
わたなべひろふみ

辺博文議員（中

最上川中部水道企業団議会構成議員

議　長　武　田　啓一郎（山辺町）　　
副議長　渡　辺　博　文（中山町）

（中山町）
渡邉　　史、田宮　昌幸
斎藤　眞一、鈴木　徹雄
須貝　勝司

（山辺町）
竹俣　　朋
佐藤　利和

（山形市）
長澤　　愛
井上　和行

山町）の両氏が選出されました。
　議第７号では、最上川中部水道企業団監査委
員として、井

いのうえかずゆき
上和行議員（山形市）が選任され

ました。
　また、発議第１号の調査派遣に関する決議に
ついては、原案どおり可決されました。

山形広域環境事務組合議会構成議員

議　長　中　野　信　吾（山形市）　　副議長　大　沢　芳　朋（上山市）

（山形市）荒井　拓也、小田　賢嗣、松田　孝男、仁藤　俊、渡辺　元、鈴木善太郎

（山辺町）渡邉　裕二
　　　　 樋口　和男

（中山町）夛田　慎二
　　　　 村山　　隆

（上山市）川口　　豊
　　　　 尾形みち子

新議長に中野信吾氏（山形市）を選出
山形広域環境事務組合議会報告

　６月１０日、山形広域環境事務組合議会臨時会
が開催されました。
　議事に先立ち、４月に行われた山形市、上山
市議会臨時会で、組合議会議員が変更となった
ことから、議長・副議長の選挙が行われました。
その結果、いずれも指名推選により、議長に中

なか

野
の

信
しん

吾
ご

議員（山形市）、副議長に大
おお

沢
さわ

芳
よし

朋
とも

議員
（上山市）の両氏が選出されました。
　議事については、議案１件が審議され、山形
広域環境事務組合監査委員として、山形市の代

表監査委員を務める山
やま

川
かわ

稔
とし

彦
ひこ

氏が新たに選任さ
れました。

お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

お気軽にお越しください。みんなの議会 傍聴しませんかみんなの議会 傍聴しませんか
の予定です。99月月４４日（木）〜日（木）〜1212日（金）日（金）次回の定例会は
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大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に

く
ら
し
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。‌（
渡
邉
　
史
）
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皆さまのご意見、ご感想など、お
寄せください。次回第３４号の発行

は7月１５日です。
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　３月１４日、長崎小学校６年生の
総合の授業

で、町への提案発表が行われまし
た。

　町長や議長らを前に、児童た
ちは堂々と

「魅力ある中山町、住みよい中山
町」をテー

マに発表。地域や町の未来を真剣
に考え抜い

た内容が生き生きと語られました
。

　今回の発表に至るまで、長い時
間をかけて

町や地域のこと、そしてそこに住
む人のこと

を考えてきたそうです。４、５年
生では紅花

や米の栽培を教わり、６年生では
町外で活動

する地域おこし協力隊の方から話
を聞きまし

た。また、修学旅行ではその地域
に暮らす人

たちの想いや願いに触れてきまし
た。

　そうした学びの積み重ねが、「
自分なら何

ができるだろう」「町の未来のた
めに何がし

たいか」という問いと向き合い、
今回の発表

へとつながりました。

 町長・先生からの声

　町長は「根拠が示された提案ば
かりで、これ

からの行動に期待します。」と高評
価でした。

　学年主任の先生は、「大切なの
は、発表の内

容ではなく、自分の明日の暮らし
とまちづくり

がどう関係しているのかを考え、
相手にしっか

り説明し伝えられるということで
す。」と話さ

れました。

未来の町は、未来の町は、
私たちがつくる私たちがつくる
〜長崎小学校６年生が語る
“中山町の未来”〜

特集

▲  町長、議長らを前に発表する子どもたち

▲  町内の人から学ぶ ▲  町外の方のお話を聞く

 主な提案（抜粋）

・�旧柏倉家住宅の活用（水路整備
、駐車場改善）

・公共施設の美化（ゴミ箱設置と
啓発）

・中学校の校則見直し（子どもの
権利の尊重）

・芋煮会の工夫（スタンプラリー
や屋台）

　議会では、議会活性化の一環と
して、今年度「子ども向け議会の

しおり」を作成する予定です（⇒
関

連記事Ｐ１６）。子どもたちの声に耳
を傾けながら、町全体で“声が届

き、ともに動く教育”を育む取り

組みへとつなげていきます。

　自分のことを考えることが、実
は町の未来にもつながっている─

─そんな学びが、これからの中山
町

を支えていくのだと感じました。

　議会としても、社会の中で主体
的に考え、行動できる力を育む教

育の一助となる取り組みを、進め
て

いきたいと考えています。

今後の議会の取り組み

連載シリーズ第4弾「楽しい仲間たち
」番外編
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― 卒業、旅立ちのとき ―
― 卒業、旅立ちのとき ―

豊田小学校

長崎小学校

【特集】未来の町は、私たちがつくる    ２２

目次
議会活動報告  

 １６～１９

令和６年度一般会計補正予算    ８～９町政を問う　一般質問  
 １２～１５

３月定例会　採決状況  
 ６～７

３　月３　月
定例会定例会

令和７年度予算概要    ２～５

現役時代 Ｔボールを教える石川さん

幼稚園 整備工場

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでもらえる内容にするため、
感想・意見をいただいている「広報モニター」の声をご紹介します。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。ご指摘のあった件については検討させ
ていただきます。ご意見、要望等ありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。

◦‌ ‌表紙の風景と人物の写真の組み合わせがよかった。『桜と
左沢線』、中山町民にはうれしい風景です。

◦‌ ‌予算のページは、写真だけでなくイラストを入れたこと
で、やさしい印象の紙面になって、読みやすくなりました。

◦‌ ‌一般質問の内容が一目でわかるような画像やグラフがある
のが良いと思います。

◦‌ ‌特集ページの、子どもたちが考えた内容が形になることを
期待します。

連 絡 先 TEL：０２３-６６２-４３７０　 FAX：０２３-６６２-２５３８
Eメール：gikai@town.nakayama.yamagata.jpな

か

やま
議会だよりモニター

随時
募集中

第33号から

①とき ②ところ ③内容 ④問い合わせ ※‌‌イベントは予告なく変更になる場合があります。

イベントイベント 情報山形市・上山市・山辺町・中山町

２ ２市市 町町

大相撲山辺場所
①‌‌令和７年８月１０日（日）
②‌‌山辺町民総合体育館
③‌‌山辺町では初となる大相撲巡業を開催。
④大相撲山辺場所実行委員会事務局
‌  ℡０２３-６６７-１１１０

山辺
町 やまのべ街なかウォーキング

①‌‌令和７年１０月１３日（月・祝）
②‌‌山辺町内
③‌‌街並みや自然に触れ、特産品を堪能で
きるウォーキングイベント。
④‌‌山辺町美力発信課 シティプロモー
ション係 ℡０２３-６６７-１１１０

山辺
町

山形花笠まつり
①‌‌令和７年８月５日（火）～７日（木）
②‌‌山形市十日町・本町・七日町通り～
　文翔館前
④山形県花笠協議会 ℡０２３-６４２-８７５３

山形
市 山形大花火大会

①‌‌令和７年８月１４日（木）
②‌‌打ち上げ場所：霞城公園
④山形大花火大会実行委員会
‌  ℡０２３-６３２-８６６５

山形
市

日本一の芋煮会フェスティバル
①‌‌令和７年９月１４日（日）
②‌‌馬見ヶ崎川河川敷
④‌‌日本一の芋煮会フェスティバル協議会
事務局 ℡０２３-６２２-０１４１

山形
市

上山城ナイトミュージアム
①‌‌令和７年８月１１日（月・祝）
②‌‌上山城
④上山城郷土資料館 ℡０２３-６７３-３６６０

上山
市

蔵王ペンション村オープンガーデン〜山の秋の庭
①‌‌令和７年９月２７日（土）～１０月１９日（日）
②‌‌蔵王ペンション村
④ペンションあっぷる ℡０２３-６７９-２３２９
　ペンションステラ　 ℡０２３-６７９-２３２０

上山
市

第４回中山すももウォーキング
①‌‌令和７年９月１５日（月・祝） ９：００～正午
②‌‌中山町地内
③‌‌みんなで気軽に町内を歩くスポーツイベント。
④‌‌中山町教育委員会 ℡０２３-６６２-２２３５

中山
町

元祖全国芋煮会ｉｎ中山２０２５
①‌‌令和７年１０月１２日（日） １０：３０～
②‌‌最上川中山緑地イベント広場（予定）
④‌‌中山町観光協会事務局‌℡０２３-６６２-２１１４

中山
町

ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

№２５
大好き!

なかやま
野
球
と
人
と
中
山
町
が
大
好
き
な

�

マ
ル
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
！

町
内
産
の
米
を
使
っ
た

�

『
の
む
お
に
ぎ
り
』を
開
発
中

「
ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」で
は
、
中
山
町
が
大
好
き
で
、
町
内
外
で
活
躍
す
る
元
気
な「
若
者
」に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

第
２５
回
は
、
県
内
で
数
少
な
い
社
会
人
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
担
う
石
川
剛
さ
ん
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
野
球
に
関
す
る

経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
小
学
２
年
生
で

野
球
を
始
め
、
山
形
中
央
高

校
、
城
西
大
学
を
経
て
、
㈱

し
あ
わ
せ
銀
行
（
現
き
ら
や

か
銀
行
）
に
入
行
し
、
同
銀

行
の
硬
式
野
球
部
に
入
り
、

３０
歳
ま
で
現
役
を
続
け
ま
し

た
。
野
球
部
が
休
部
に
な
っ

た
後
も
、「
も
っ
と
野
球
を

し
た
い
」
と
い
う
後
輩
た
ち

の
声
を
受
け
、
発
起
人
と
な

り
、
山
形
市
の
硬
式
野
球

チ
ー
ム『B

ビ
ー
ネ
ッ
ト
ヤ
マ
ガ
タ

-net/yam
agata

』

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在

は
、
町
内
の
き
ら
や
か
銀
行

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

石
川
さ
ん

今
後
の
目
標
や
、
町
内
で

や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
や
っ
ぱ
り
私
は

野
球
が
得
意
な
の
で
、
野
球

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
夢

や
希
望
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。
技
術
を
教
え
る

だ
け
で
な
く
、
感
謝
の
気
持

ち
や
謙
虚
さ
も
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。
将
来
的
に
は
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
よ

り
良
く
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
広
げ
る
活
動
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

石
川
さ
ん

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に

つ
い
て
、
課
題
に
感
じ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
地
域
で
ス
ポ
少

な
ど
の
指
導
を
続
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
々
に
は
、
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
中
学
校
の
部
活
動
が
縮

小
さ
れ
る
中
で
、
子
ど
も
た

ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
は
厳
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
練
習

場
所
や
指
導
者
の
確
保
な

ど
、
町
と
し
て
も
っ
と
力
を

入
れ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
内
で
は
ど
ん
な
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
ス
ポ

少
に
協
力
し
た
り
、
子
ど
も

会
育
成
会
の
事
務
局
役
員
を

務
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
長

崎
小
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会

長
を
し
て
い
ま
す
し
、
町
内

会
で
は
会
計
も
担
当
し
て
い

ま
す
。

石
川
さ
ん

石
川
さ
ん

地
域
活
動
に
幅
広
く
関
わ
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
や
り
が
い
は
？

　
　
　
　
　
正
直
、
め
ん
ど

う
が
ら
れ
る
役
回
り
も
あ
り

ま
す
が
、
私
は
楽
し
ん
で

や
っ
て
い
ま
す
。
人
と
話
す

の
が
大
好
き
な
の
で
、
い
ろ

ん
な
役
を
引
き
受
け
て
も
苦

に
な
ら
な
い
ん
で
す
。
み
ん

な
と
一
緒
に
何
か
を
創
り
上

げ
て
い
く
過
程
が
ワ
ク
ワ
ク

す
る
し
、
苦
労
も
笑
い
も
全

部
ひ
っ
く
る
め
て
楽
し
め
る

ん
で
す
よ
。

中
山
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

魅
力
を
感
じ
ま
す
か
？

　
　
　
　

 

と
に
か
く「
人
」

が
い
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は

本
当
に
中
山
町
の
人
た
ち
に

良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
大
好
き
で
す
。
だ
か

ら
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
川
さ
ん

石
川
さ
ん

今号の表紙 中山中学校２年職業体験 コメ作りを知る
　５月１４日～１６日の３日間、中山中学校の２年生が町内外３６か所の事業
所で職業体験を行いました。
　この農園では、省力化とコスト削減が見込める田植え法である種もみ
の直

じか
播
まき
作業に挑戦。「仕事には挑戦がなければ成長はないんだよ」と、

大切な心構えを学んでいました。
　生徒たちは、幼稚園や整備工場など各所で地域の方々とふれあいなが
ら、働くことの意義やさまざまな仕事があることを実感していました。

あおば在住
㈱きらやか銀行遊佐支店勤務

石
いしかわ
川　剛

つよし
さん（４３歳）

プロフィール

埼玉生まれ山形第十中学校卒業。
２０１４年に妻の出身地でもある中山町に移住。同銀
行野球部を経て、社会人硬式野球クラブ『B-net/
yamagata』で指導、運営全般を担う。

19 令和７年７月１５日 発行令和７年７月１５日 発行 18なかやま議会だより No.3４なかやま議会だより No.3４
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舟
運
の
安
全
を
祈
願

　‌‌
～
６
月
１
日
　
長
崎
光
秀

院
住
職
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
～

　
議
会
だ
よ
り
で
は
、
二

次
元
コ
ー
ド
の
活
用
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
へ
の

対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
の
設
立
な
ど
、
議

会
活
動
を
活
発
に
す
る
こ

と
が
「
議
会
だ
よ
り
」
の

充
実
に
つ
な
が
る
と
い
う

思
い
を
強
く
抱
い
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
率
直
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
と

も
に
作
り
上
げ
る
広
報
紙

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。�
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佐
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皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第３５号の発行は１１月１日です。
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❽ 中山町川
かわむかいこんぴらたる

向金比羅樽流し保存会

楽しい仲間たち楽しい仲間たち
―明るい 豊かなまちづくりを目指して―明るい 豊かなまちづくりを目指して――

スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま 　なかやま議会だよりの最終ページは、町内の各
種団体を紹介してきました。
　連載シリーズ第４弾は、「楽しい仲間たち ―明
るい 豊かなまちづくりを目指して―」と題し、
町内で活躍・活動しているさまざまなサークル、
ボランティア団体を紹介していきます。
　今回は、「中山町川向金比羅樽流し保存会」です。

第８回

会長代行：後
ご

藤
とう

勇
ゆう

三
さぶ

郎
ろう

事 務 局：東海林　洋
問合せ先：☎０９０－９６３０－５６５０

　六十里越街道と最上川舟運が交差する交通の
要所、山形県中山町長崎地区。ここには、地域
に息づく豊かな文化遺産があります。そのひと
つが、毎年６月１日に行われている「金比羅樽
流し」です。
　この行事は、讃岐（現在の香川県）にある
「金

こ
刀
と
比
ひ
羅
ら
宮
ぐう
」への信仰に由来しています。金

刀比羅宮は、航海の守護神として船乗りや海運
業に関わる人々から、災難除け・海上安全の神
として信仰されてきました。江戸時代中期に
は、船頭や金

こん
比
ぴ
羅
ら
道
どう
者
じゃ
によって「金比羅信仰」

が全国へと広められたとされています。
　その信仰に関連する習俗の一つが「流し樽」
です。これは「金比羅樽」と呼ばれる小さな樽
に酒を詰め、川や海に流すというもので、やが
て誰かの手によって金比羅神社に届けられ、奉
納されると信じられていました。
　天保1４年（1８４３年）の長崎村絵図には、川向
地区に1８軒の家が描かれています。また、地区
内にある「金比羅山」と刻まれた石碑には、大
正３年（1９1４年）３月1０日という建立の日付が
記されており、これが「流し樽」の始まりと考
えられています。
　この「金比羅講中」の行事は、長年にわたり
地域の人々によって受け継がれてきましたが、

高齢化や戸数の減少により継続が困難となりま
した。そこで平成２５年、町内の有志を中心に
「中山町川向金比羅樽流し保存会」が結成され、
以後は保存会によって毎年祭事が執り行われて
います。
　かつては山形県内のさまざまな地域で行われ
ていた「流し樽」ですが、今ではこの中山町だ
けにその伝統が残されています。

　♬こんぴら船ふね　追手に帆かけて
　　　　　　　　　シュラシュシュシュ～

　この懐かしい歌とともに、金比羅信仰にまつ
わる文化を、これからも次の世代へと伝えてい
きたいものです。
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